
踊り場突破の考察
～訪問看護編～

e-mail newsletter_2020.10.15

Vol.56



Copyright ©Whitebox Incorporated All Right Reserved

Ḙῐ☼ χ ӱ

全国的に見れば、事業所の増減に
は都道府県別で濃淡あるが、傾向
としては今も増加傾向にある。

一方で地域ごとの事情でみれば、
小規模事業所が淘汰されるなどの
状況も耳にしている。

単独事業所などで厳しい環境にあ
ることが推察されるが、コロナ禍
で在宅医療領域に弾みがつけば、
訪問看護領域のさらなる活躍も期
待できる。

出所 訪問看護ステーション基本情報（全国訪問看護事業協会）
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

2019 1,1371,2821,2471,4731,5981,5181,5561,3811,4891,6071,7592,200

2020 2,1802,2582,3322,4092,227
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訪問看護ステーション事業収入
左図は開設から1年が過ぎた訪問看
護ステーションの収入推移事例。

開設から半年間は上昇線が思うよう
に伸びなかったが、継続的な営業活
動により9カ月目を過ぎたあたりか
ら一気に利用者数が伸びた。

しかし1年が過ぎたところで上昇基
調に圧力がかかり、200万円のライ
ンを水準に高止まりしてしまってい
る。

こうした事業所は、ここからどのよ
うな取組みを展開していくべきだろ
うか。
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出所 地域包括ケアにおける訪問看護の活用についての実態調査（その２）報告書
（神奈川県訪問看護推進協議会

なにごとにも起こる話ではあるが、訪
看Stとて、利用の申込みの全てが利用
につながるわけではない。

とくに連携先として最重要である在支
診においては、契約に至る可能性は
50/50に近い。

困難事例をもつ地域包括も、3割超が
利用につながらないケースがあること
を念頭に、根気をもって活動を続ける
ことが重要。

もっとも、契約非成立ケースがこうし
た割合を上回っている場合は、何か他
の問題をはらんでいることも考えられ
るので、早急な要因調査を！
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出所 地域包括ケアにおける訪問看護の活用についての実態調査（その２）報告書 （神奈川県訪問看護推進協議会

利用のハードルは種々あるが、単価を除いて2番目に「ど
のように利用したらよいか分からない」ことがあげられ
ている。利用者・介護者の理解が得られない背景には、
金額面以外にも、訪問看護の利用のメリットなどの周知
不足がありそう…
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上位にあげられている項目、皆さんの事業所では取組んでいるか？ 上位にあがっている項目は訪看Stに
限った話ではなく、すべての業態に共通する項目であることが理解できる
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ü訪問看護の必要性を判断する基準はどこかを抑え、医師、ケアマネに理解し
てもらう

１．医療的管理の視点

２．疾患や利用者の状況による視点
３．食事、栄養の視点
４．ADLの視点（排泄、移動、清潔保持）
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顕在ニーズ

区分 状態等

食事・栄養 経管栄養をしている

排泄 留置カテがある、ストマがある

医療的管理 吸引をしている、点滴をしている、酸素をしている

疾患等 難病、がん、褥瘡、ターミナル期、リハビリが必要

潜在ニーズ

区分 状態等

食事・栄養 誤嚥しやすい、摂取量の低下、脱水をおこしやすい、

排泄 浣腸、摘便の対応、排尿・排便コントロールが必要

医療的管理 注射をしている、疼痛コントロールをしている、服薬管理

疾患等
転倒の既往、移動時の介助、認知症、入退院を繰り返している、
慢性疾患のコントロール不良、介護者の精神的支援

顕在ニーズは分かりやす
く、素人目にみても看護
が必要なことが明らか。

潜在ニーズは、介護で対
応できるのか、看護に頼
んでも良いのかといった
ことが一般の人には判断
しにくいかもしれない。

私たちは、医療における
情報の非対称性というこ
とを念頭に分かりやすい
説明や提案を心掛ける必
要がある
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***訪問看護ステーション　利用者台帳

介護度 主治医

要支援 要介護 医療保険 介護保険 主治医氏名 医療機関名

1 72 男 ○○市○○町1－7－7 2 〇 リハのみ 2019・4・1 訪看太郎 ＊＊内科医院 ○○居宅介護支援事業所 居宅花子

2 77 女 ○○市●▽町１５４ 1 〇 リハのみ 2019・4・1 訪看次郎 ＊＊医院 ○○ケアプランセンター 居宅咲子

3 84 男 ○○市△△町２－５－１ 1 〇 リハのみ 2019・4・9 訪看三郎 ＊＊＊医院 △△居宅介護支援事業所 居宅風子

4 75 男 ○○市□□町３－５－５ 1 〇 リハのみ 2019・4・1 訪看四郎 ＊＊医大 □□居宅介護支援事業所 居宅陽子

5 87 男 ○○市△□町５－４－３ 2 〇 看のみ 2019・4・1 2019・10・12訪看五郎 ＊＊病院 △△ケアプランセンター 居宅雪子

利用開始日 利用終了日 担当居宅事業所 担当ケアマネNo 氏名 年齢 性別 住所
レセプト区分

利用者の情報の管理はでき
ているか。ソフト内での管
理だけでなく、テーブルに
あげられる様式をとること
で、他者の意見を取り入れ
ることも可能になる

利用者の主治医、担当ケアマネは、自法人や自事業所に
偏っているのか、そうではないのか。自法人等が多数を
占めるのは当然の傾向として、他事業所や他ケアマネと
の連携がないとなると、地域包括ケアシステムの構築活
動から取り残される懸念もある。規模の大きな法人であ
れば心配も薄いが、中小規模であれば、地域連携に活路
を見いだすことが重要
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★先にあげたスライドの視点をはじめとして、利用者事例を整理し、医師や
ケアマネに事例を紹介していく

【サンプル作成時のポイント】

１．利用者のプロフィール
年齢、性別、主病名、要介護度、ADLの状況、IADLの状況、家族構成、本人希望、家族希望、訪
問看護の依頼経緯

２．ここまでの経過を説明できる資料の作成
箇条書きでも、論文風でも構わない。どのような経緯で訪看の利用を開始し、導入時はどうで、
どのようなケアを実践し、現在はどう変化したのかを説明するのがポイント

３．現在のケアプランの状況を紹介
1週間、あるいは1カ月のケアプランの紹介と費用負担例を紹介

４．ここまでで得られた効果の整理
どんな効果が得られたかを要点を箇条書きでまとめる。看取りケースなどでは必ずしも正の成果
があるとは限らないが、どのように看取り、家族はどう受け入れたかなども共有を
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ü競争環境にあることに疑いの余地はない。しかし一方でどのようなタイミングで訪

看を導入すれば良いのかについて、理解が必ずしも浸透していない背景がある

üステーションの現状をまずは整理。利用者は自法人の関連で固まっているのか、あ

るいは他法人や他事業所の割合が高いのか。これらを医療機関ごと、事業所ごとの

状況まで把握し、ABCランク分けし、営業活動の優先順位付けを行うことが有益

ü地域連携と情報発信は欠かせない。サ担会議、カンファレンスは積極的に参加する

ことが求められる。ホームページ、SNSや紙媒体での情報発信に努めるほか、事業

所内外でのセミナー開催等、啓蒙活動を行うことも視野に入れる必要がある
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